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一
一

瀬
戸
内
海
（
図
Ⅲ
１
１
）
は
、
本
州
、
九
州
、
四
国
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
で
最
も
規
模
の
大
き
い
閉
鎖
性
の
高
い
沿

岸
水
域
で
あ
り
、
そ
の
多
島
美
か
ら
、
一
九
三
四
年
に
は
我
が
国
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
本
水
域
の
大

海
は
生
命
の
故
郷
で
あ
る
。
海
は
地
球
表
面
の
お
よ
そ
七
割
を
覆
い
、
そ
し
て
一
○
○
万
種
を
超
え
る
多
種
多
様
な

生
物
が
生
息
す
る
。
潮
の
干
満
が
み
ら
れ
る
潮
間
帯
か
ら
沖
合
に
か
け
て
、
水
深
二
○
○
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
の
浅
海

域
を
沿
岸
域
と
呼
び
、
生
物
相
は
豊
か
で
生
物
生
産
量
も
大
き
く
生
物
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
。
沿
岸
域
の
平
野
部
に

は
多
く
の
人
間
が
居
住
し
、
盛
ん
な
生
産
活
動
を
営
み
、
海
か
ら
の
多
く
の
恩
恵
に
浴
し
な
が
ら
一
方
で
海
へ
様
々
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
る
。
我
が
国
で
は
、
瀬
戸
内
海
が
最
も
規
模
の
大
き
い
沿
岸
水
域
で
あ
り
、
人
間
と
の
関
係

の
一
番
濃
密
な
水
域
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
人
間
活
動
の
結
果
生
じ
た
瀬
戸
内
海
の
富
栄
養
化
の
歴
史
と
赤
潮
の
発
生

を
総
括
し
、
海
を
守
る
立
場
か
ら
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。

第
Ｂ
章
海
を
守
る
ｌ
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
富
栄
養
化
と
有
害
有
毒
赤
潮
の
発
生

瀬
戸
内
海
に
つ
い
て

ＺＯＯ

←》
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部
分
は
水
深
五
○
メ
ー
ト
ル
よ
り
浅
い
浅
海
域
（
平
均
三
八
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
瀬
戸
内
海
の
面
積
は
約
二
・
三
万

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
約
八
八
○
○
億
ト
ン
の
海
水
を
湛
え
る
。
気
候
が
温
暖
な
こ
と
か
ら
（
平
均
気
温
一
五

度
）
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
域
に
は
日
本
の
総
人
口
の
四
分
の
一
、
約
三
○
○
○
万
人
が
居
住
す
る
。
瀬
戸
内
海
に
は
六
六

四
の
河
川
を
通
じ
て
毎
年
約
五
○
○
億
ト
ン
も
の
水
が
流
入
し
て
い
る
。
大
阪
湾
、
北
部
播
磨
灘
欠
北
部
広
島
湾
は
沿

密

Ｎ
４
＋
Ｉ

曰本海
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ト
ン
も
の
水
が
流
入
し
て
い
る
。
大
阪
湾
、
北
部
播
磨
灘
欠
北
部
広
島
湾
は
沿

岸
に
大
都
市
を
抱
え
、
特
に
富
栄
養
化
の
著
し
い
水
域
と
な
っ
て
い
る
。

瀬
戸
内
海
は
一
方
で
漁
業
生
産
に
と
っ
て
重
要
な
水
域
で
あ
る
。
ピ
ー

ク
時
の
一
九
八
○
年
代
に
は
八
○
万
ト
ン
台
の
生
産
を
誇
り
、
現
在
は
年

間
約
六
○
万
ト
ン
前
後
の
生
産
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
魚
介
類
の

海
養
殖
生
産
が
約
半
分
を
占
め
る
の
が
瀬
戸
内
海
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

内締
こ
れ
ら
養
殖
漁
業
に
対
し
、
赤
潮
の
発
生
に
よ
っ
て
甚
大
な
蕊
死
被
害
が

与
え
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
は
、
有
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
を
通
じ
て
、

３
有
用
二
枚
貝
類
（
カ
キ
、
ア
サ
リ
、
イ
ガ
イ
等
）
の
毒
化
の
問
題
も
高
い

図
頻
度
で
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

薑
栄
養
化
の
歴
史

我
が
国
の
高
度
経
済
成
長
は
一
九
六
○
～
一
九
七
○
年
代
に
進
展
し
た

が
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
域
は
そ
の
牽
引
的
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
結
果
、

大
量
の
汚
濁
物
質
が
負
荷
さ
れ
て
極
端
な
富
栄
養
化
が
進
行
し
、
赤
潮
の
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０
０
０

０
０
，
司
よ
う
系
壕
胴
体
全
特
別
措
置
注
」
か
制
定
さ
れ
た
。
こ

０
０

０
０

５
》
０（
ト
ン
／
曰
）
剛
お
ヵ
業
れ
ら
の
法
に
基
づ
き
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全

２
１

５

（
ト
ン
／
曰
）

（
ト
ン
／
曰
）

基
本
計
画
が
定
め
ら
れ
八
汚
濁
負
荷
の
総
旦
里
規
制
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
瀬
戸
内
海
全
体
で
一

九
七
二
年
に
は
一
七
○
○
ト
ン
／
曰
で
あ
っ
た
化
学
的
酸
素
要
求
且
里
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
皿
水
中
の
有
機
物
量
の
指
標
）
負
荷
量

が
、
一
九
九
『
九
年
に
は
七
一
七
ト
ン
／
曰
に
減
少
し
た
。
全
リ
ン
に
関
し
て
は
一
九
七
九
年
か
ら
、
全
窒
素
で
は
一
九

九
六
年
か
ら
削
減
指
導
が
行
わ
れ
、
一
一
○
○
二
年
か
ら
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
総
量
規
制
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
法
的
措
置
が
奏
功
し
て
、
当
時
死
に
瀕
し
て
い
た
瀬
戸
内
海
は
、
そ
の
水
質
が
相
当
程
度
に
改
善
さ
れ
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
後
述
す
る
よ
う
に
、
水
質
は
一
定
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ＣＯＤ赤
潮
の
発
生
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全窒素

1979 1９８４１９８９ 199

９
、
の
産

発
生
や
貧
酸
素
化
等
の
様
々
な
問
題
が
起
こ

素
き
は
１

９ ９

鐘
倣
ム
リ
リ
瀬
戸
内
海
は
死
に
瀕
し
た
。
こ
の
間
の
汚

９ ４

ン

Ｉ
１９７９１９８４

全ﾘン

1989 1994 1999

19791984198919941999

図1ｓ－２瀬戸内海におけるＣＯＤ、全窒素、

および全リン発生負荷量の推移白抜きの

カラムは生活系とその他、点のカラムは産

業系（瀬戸内海の環境保全資料集より）

濁
負
荷
の
状
況
を
図
Ｅ
Ｉ
２
に
示
し
た
。
こ

の
よ
う
に
深
刻
な
状
況
下
、
一
九
七
三
年
に

「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
」
が
制

定
さ
れ
、
一
九
七
八
年
に
は
赤
潮
等
の
被
害

に
対
す
る
富
栄
養
化
対
策
を
含
む
新
た
な
施

策
が
加
え
ら
れ
た
後
継
法
の
「
瀬
戸
内
海
環

境
保
全
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ

２ｏｚ
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件
数

１
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年(西暦）

図13-ｓ瀬戸内海における赤潮発生件数と漁業被害件数の経年推移（瀬戸

内海の赤潮より）

内
海
に
お
い
て
は
、
赤
潮
の
発
生
件
数
は
年
間
五
○
件
以
下
で
あ

っ
た
。
以
後
、
赤
潮
の
発
生
件
数
は
劇
的
に
増
加
し
、
一
九
七
三

年
に
は
二
一
○
件
、
一
九
七
六
年
に
は
史
上
最
多
の
二
九
九
件
を

記
録
し
た
（
図
旧
１
３
）
。
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
七
三
年
に
「
瀬

戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
、
後
に
特
別
措
置

法
が
後
継
さ
れ
て
以
降
、
赤
潮
の
発
生
件
数
は
減
少
傾
向
に
転
じ
、

年
間
一
○
○
件
前
後
に
ま
で
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
レ
ベ
ル
は

一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
、
保
た
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

赤
潮
の
発
生
水
域
と
規
模
の
変
化
を
み
る
と
（
図
Ｂ
Ｉ
４
）
、
一

九
六
○
年
は
年
間
一
八
件
の
発
生
で
規
模
も
小
さ
か
っ
た
が
、
一

九
七
○
年
代
と
一
九
八
○
年
代
に
は
、
大
規
模
な
赤
潮
が
特
に
夏

季
を
中
心
と
し
て
頻
繁
に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
極
端
な
場

合
に
は
、
大
阪
湾
や
播
磨
灘
、
燧
灘
、
周
防
灘
と
い
っ
た
海
域
の

ほ
ぼ
全
域
を
覆
う
よ
う
な
大
規
模
赤
潮
も
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
○
年
代
以
降
に
な
る
と
、
赤
潮
の
発
生
規
模
と

期
間
は
縮
小
傾
向
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
カ
キ
や
ア
サ
リ
、

真
珠
貝
等
の
二
枚
貝
を
大
量
に
蕊
死
さ
せ
る
渦
鞭
毛
藻

高
度
経
済
成
長
の
始
ま
っ
た
こ
ろ
の
一
九
六
五
年
以
前
の
瀬
戸

第1３章海を守るzｏ３

ム
ウ
ー



１
１

瀬
戸
内
海
に
お
け
る
代
表
的
な
赤
潮
生
物
と
し
て
は
、
ラ
フ
ィ
ド
藻
の
（
弓
四
ｓ
目
＆
尽
邑
島
冨
と
、
冨
臼
旨
四
（
一
一

種
合
わ
せ
て
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
と
称
さ
れ
る
）
、
国
魚
①
ど
の
崎
自
国
禺
四
＆
言
。
（
ヘ
テ
ロ
シ
グ
マ
）
、
河
ご
己
、
こ
の
囚

旨
ｂ
・
貝
＆
（
フ
ィ
ブ
ロ
ヵ
プ
サ
）
、
渦
鞭
毛
藻
の
ｚ
Ｏ
ｎ
昼
巨
＆
の
ロ
ロ
量
面
目
の
（
夜
光
虫
）
、
（
聟
目
邑
○
日
目
目
三
三
詳
旨
］
・
亘

（
ギ
ム
ノ
デ
ィ
ー
ー
ウ
ム
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
は
分
類
学
的
検
討
の
結
果
帛
尽
岳
国
酎
皀
砕
旨
員
貝
と
す
る
こ
と
が

提
案
ざ
れ
定
着
し
つ
つ
あ
る
）
、
お
よ
び
前
述
の
ハ
テ
ロ
カ
プ
サ
が
挙
げ
ら
れ
る
（
図
Ⅲ
－
５
）
。
こ
れ
ら
の
赤
潮
生
物

の
中
で
最
も
大
き
い
漁
業
被
害
を
与
え
て
き
た
の
は
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
で
あ
り
、
渦
鞭
毛
藻
の
ギ
ム
ノ
デ
イ
ー
ー
ウ
ム
と
ハ

テ
ロ
ヵ
プ
サ
が
こ
れ
に
続
く
。
上
記
の
主
要
な
生
物
が
起
こ
し
た
赤
潮
発
生
件
数
と
漁
業
被
害
件
数
の
経
年
変
化
を
参

生
じ
て
き
て
い
る
。

帛
涛
肘
ご
ロ
邑
缶
只
円
国
冒
湯
口
屋
皀
四
（
ヘ
テ
ロ
ヵ
プ
サ
）
の
赤
潮
が
新
規
に
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
な
問
題
が

Ｐ

！

１
図１３－４瀬戸内海における赤潮発

生海域の変化（瀬戸内海の赤潮、

瀬戸内海の環境保全資料集よ

り）
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図13-ｓ我が国沿岸域に生息する代表的な有害有毒赤潮藻類（Ａ)魚類を蕊死さ

せるﾗﾌｲF藻､Ｃ伽onelIMntiqM､(Ｂ)ChartoIMa伽加、（Ｃ)CI1attoMaのシスト、
（Ｄ)Ｈｅ伽sigrlMkashiwo､(E)赤潮渦鞭毛藻Nbctilucasc伽IIans(夜光虫)、(Ｆ)魚
介類を蕊死きせるGymnodiniummikimotoi､(Ｇ)二枚貝を蜷死きせる、Ｈｅ妃mcaIM
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一
気
Ｉ
」
；
ｂ
勺
、
ｂ
‐
。
Ⅵ
Ｆ
Ｃ
６
■
０
Ｊ
●
‐

、
『
‐
輪
・
》
』
汀
Ⅲ
趾
‐
・
弧
‐
・
釦

￣

照
す
る
と
（
図
旧
－
６
）
、
一
九
七
○
年
代
に
は
ヘ
テ
ロ
シ
グ
マ
、
ギ
ム
ノ
デ
ィ
ー
ー
ウ
ム
、
な
ら
び
に
夜
光
虫
の
発
生
が

多
く
認
め
ら
れ
る
。
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
の
赤
潮
は
、
一
九
七
○
年
代
と
一
九
八
○
年
代
に
は
普
通
に
起
こ
っ
て
い
た
が
一

九
九
○
年
代
以
降
、
減
少
傾
向
で
あ
る
。
全
体
的
な
発
生
件
数
の
動
向
は
、
ハ
テ
ロ
ヵ
プ
サ
を
除
き
明
ら
か
に
減
少
傾

向
を
示
し
て
い
る
。
ヘ
テ
ロ
シ
グ
マ
と
夜
光
虫
に
よ
る
赤
潮
の
場
合
、
発
生
件
数
は
多
い
が
被
害
件
数
は
比
較
的
少
な

く
被
害
も
小
さ
い
の
が
一
般
的
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
、
ギ
ム
ノ
デ
ィ
ー
ー
ウ
ム
、
お
よ
び
ヘ
テ

ロ
カ
プ
サ
の
赤
潮
は
深
刻
な
漁
業
被
害
を
伴
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
要
注
意
で
あ
る
。

;零
門

‐
凸
５
０
９
６

，
⑪
乢
加
●
い
、
叱
彗
宅
．
り
。
．
ｉ
、
。
‐
』
・
‐

二
・
Ｐ
・
●
０
凸

ら
ゲ
ゥ
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０
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■

ロ
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１
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１
１
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１
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面
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図１３－６瀬戸内海における、主要な赤潮原因藻によ

る赤潮発生件数（○）および漁業被害件数（●）の

経年変化

ｚｏ６



瀬
戸
内
海
に
お
い
て
発
生
し
た
赤
潮
に
よ
る
漁
業
被
害
額
と
そ
の
主
要
原
因
生
物
の
経
年
変
化
を
み
る
と
（
図
田
Ｉ

７
）
、
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
が
最
も
有
害
な
生
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
夏
季
の
播
磨
灘
に
お
い
て
、

一
四
二
○
万
尾
も
の
養
殖
ハ
マ
チ
を
鼈
死
さ
せ
、
約
七
一
億
円
と
い
う
史
上
最
大
の
漁
業
被
害
を
与
え
て
「
播
磨
灘
赤

潮
訴
訟
」
が
起
き
た
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
一
九
七
○
年
代
と
一
九
八
○
年
代
は
漁
業
被
害
が
頻
繁
で
あ

っ
た
が
、
一
九
八
九
年
を
最
後
と
し
て
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
に
よ
る
一
億
円
以
上
の
漁
業
被
害
は
一
九
九
○
年
以
降
瀬
戸
内

０
受
は
シ

海
で
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
一
○
○
三

、４ Ｕ

３
２

１

漁
業
被
害
金
額
（
億
円
）

バ
リ

jWl
騒纏

20001９７０１９７５１９８０１９８５１９９０１９９５

図１３－７瀬戸内海における主要な赤潮原因藻によって受

けた漁業被害金額の経年変化Ｃはシャットネラ、Ｇは

ギムノデイニウム、Ｈはへテロカプサ、＊はゴニオラッ

クスによる

年
夏
季
に
播
磨
灘
に
お
い
て
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
赤
潮
が
発
生
し
、
南

部
水
域
を
中
心
と
し
て
久
し
振
り
に
一
○
億
円
を
越
え
る
養
殖
魚

類
の
大
量
蕊
死
被
害
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
厳
重
な
監
視

と
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ギ
ム
ノ
デ
ィ
ー
ー
ウ
ム
は
一
九
七
九
年

以
降
γ
継
続
的
に
瀬
戸
内
海
で
赤
潮
被
害
を
与
え
続
け
て
い
る
。

ヘ
テ
ロ
カ
プ
サ
赤
潮
に
よ
る
漁
業
被
害
は
、
高
知
県
浦
ノ
内
湾
で

一
九
八
八
年
に
初
め
て
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
瀬
戸
内
海
に
お
い

て
は
広
島
湾
で
一
九
九
五
年
に
養
殖
カ
キ
の
蕊
死
被
害
が
起
こ
っ

た
の
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
九
七
、
一
九
九
八
年
と
赤
潮

被
害
が
続
き
、
後
者
の
場
合
、
瀬
戸
内
海
の
漁
業
被
害
史
上
二
番

目
の
約
四
○
億
円
に
も
上
る
養
殖
カ
キ
が
蕊
死
し
た
。
赤
潮
被
害

額
の
長
期
的
変
動
傾
向
と
し
て
は
、
ヘ
テ
ロ
カ
プ
サ
に
よ
る
場
合 １１１第13章海を守るﾕｏフ



江

ヘ
ー
ァ
ロ
シ
グ
マ
に
お
け
る
最
初
の
赤
潮
の
記
録
は
、
一
九
六
六
年
の
備
後
灘
で
あ
る
。
本
種
は
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で

あ
り
、
世
界
中
の
亜
熱
帯
～
冷
温
帯
の
海
域
で
観
察
さ
れ
る
生
物
で
あ
る
。
こ
れ
も
シ
ス
ト
の
時
期
を
生
活
史
の
中
に

持
っ
て
お
り
、
も
と
も
と
瀬
戸
内
海
に
目
立
た
ず
に
生
息
し
て
い
た
の
が
、
や
は
り
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
の
場
合
と
同
様
に
、

瀬
戸
内
海
に
お
け
る
代
表
的
な
赤
潮
生
物
と
し
て
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
、
ヘ
テ
ロ
シ
グ
マ
、
ギ
ム
ノ
デ
イ
ー
ー
ウ
ム
、
お
よ

び
ヘ
テ
ロ
ヵ
プ
サ
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
生
物
学
的
特
徴
を
以
下
に
整
理
す
る
・

シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
が
瀬
戸
内
海
で
初
め
て
赤
潮
を
形
成
し
確
認
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
九
年
の
広
島
湾
に
お
い
て
で
あ

る
。
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
は
生
活
史
の
中
で
耐
久
細
胞
で
あ
る
シ
ス
ト
の
時
期
を
持
ち
、
越
冬
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
シ
ス
ト
は
落
射
蛍
光
顕
微
鏡
を
用
い
て
プ
ワ
ム
ワ
ン
染
色
で
検
出
で
き
る
が
、
瀬
戸
内
海
か
ら
採
取

し
た
一
九
五
○
年
以
前
の
深
層
の
海
底
泥
か
ら
も
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
の
シ
ス
ト
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
高

度
経
済
成
長
期
以
前
に
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
は
瀬
戸
内
海
に
生
息
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
元
来
は
目
立
た
な
い
生
物

（
亘
且
①
ロ
色
。
ご
）
で
あ
っ
た
の
が
、
瀬
戸
内
海
の
富
栄
養
化
に
伴
っ
て
大
増
殖
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
｡

オ
ラ
ッ
ク
ス
）
の
み
一

季
に
引
き
起
こ
し
た
。

を
除
き
お
お
む
ね
減
少
傾
向
と
い
え
る
。
瀬
戸
内
海
に
お
い
て
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
、
ギ
ム
ノ
デ
イ
ー
ー
ウ
ム
、
お
よ
び
ヘ
テ

ロ
ヵ
プ
サ
以
外
で
顕
著
な
漁
業
被
害
を
与
え
た
こ
と
が
あ
る
の
は
、
渦
鞭
毛
藻
の
⑦
＆
葛
烏
浅
ｂ
ｇ
后
菌
冨
三
（
ゴ
ー
ー

ォ
ラ
ッ
ク
ス
）
の
み
で
あ
り
、
豊
後
水
道
付
近
の
水
域
を
中
心
に
約
八
億
円
の
養
殖
魚
類
鍔
死
被
害
を
一
九
九
四
年
夏

代
表
的
赤
潮
生
物
の
特
徴

ｚｏ８



巳

ギ
ム
ノ
デ
ィ
ー
ー
ウ
ム
の
場
合
、
一
九
○
三
年
に
三
重
県
の
英
虞
湾
、
一
九
三
一
一
一
年
に
同
県
の
五
ヶ
所
湾
で
、
さ
ら
に

は
一
九
五
七
年
に
は
山
口
県
の
徳
山
湾
で
赤
潮
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
本
種
は
こ
の
よ
う
に
高
度
経
済
成
長
期
以

前
か
ら
す
で
に
沿
岸
海
域
で
赤
潮
を
形
成
し
、
魚
介
類
を
蕊
死
さ
せ
て
き
た
実
績
を
有
し
て
お
り
、
『
富
栄
養
化
が
深
刻

で
な
い
時
代
か
ら
生
息
す
る
、
も
と
も
と
の
赤
潮
生
物
種
（
ご
ロ
①
Ｈ
①
口
亘
①
旦
三
の
の
ｂ
①
Ｑ
①
の
）
で
あ
る
と
結
論
で
き
よ
う
。

ヘ
テ
ロ
カ
プ
サ
は
、
本
来
的
に
は
微
細
藻
類
の
濾
過
性
捕
食
者
で
天
敵
で
あ
る
二
枚
貝
類
を
、
特
異
的
に
蕊
死
さ
せ

る
こ
と
で
極
め
て
特
徴
的
で
あ
る
。
本
種
の
赤
潮
は
前
述
し
た
と
お
り
一
九
八
八
年
に
高
知
県
浦
ノ
内
湾
で
初
め
て
発

生
し
た
後
、
一
九
八
九
年
に
福
岡
湾
で
、
一
九
九
二
年
に
は
三
重
県
英
虞
湾
で
発
生
し
て
い
る
。
本
種
は
、
環
境
変
化

に
対
し
て
一
時
的
に
抵
抗
性
を
示
す
一
時
シ
ス
ト
を
形
成
す
る
能
力
を
持
っ
て
お
り
、
有
用
二
枚
貝
類
の
海
域
間
移
動

に
伴
っ
て
付
随
的
に
他
の
水
域
へ
と
分
布
が
拡
大
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
本
種
は
、
水
温
一
二
・
五

度
以
下
で
は
生
存
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
我
が
国
沿
岸
の
大
部
分
の
水
域
に
お
い
て
越
冬
は
不
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に

本
種
の
越
冬
シ
ス
ト
の
存
在
は
、
関
係
科
学
者
の
営
々
た
る
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
一

九
八
七
年
以
前
に
香
港
付
近
の
沿
岸
水
域
に
お
い
て
発
生
し
た
赤
潮
の
固
定
保
存
海
水
試
料
よ
り
本
種
の
存
在
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
本
種
は
東
南
ア
ジ
ア
の
沿
岸
水
域
に
生
息
し
て
い
た
も
の
が
、
有
用
二
枚
貝
類
の
人
為

的
移
動
や
海
流
等
に
伴
っ
て
、
我
が
国
沿
岸
水
域
へ
と
侵
入
し
た
生
物
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

主
要
な
赤
潮
生
物
に
関
し
て
、
窒
素
（
Ｎ
）
と
リ
ン
（
Ｐ
）
の
最
小
細
胞
内
持
ち
分
（
三
三
三
口
三
Ｏ
①
］
亘
巨
ｏ
己
）
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
基
本
に
、
代
表
的
な
四
種
の
赤
潮
生
物
に
つ
い
て
、
広
島
県
の
赤
潮
警
報
基
準
細
胞
密
度

に
相
当
す
る
栄
養
塩
濃
度
（
Ｎ
、
Ｐ
）
を
算
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
赤
潮
原
因
種
の
「
危
険
度
」
を
評
価
し

水
域
の
富
栄
養
化
に
伴
っ
て
大
増
殖
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

二
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表1ｓ－１主要赤潮生物の警報基準細胞密度、最小細胞内持ち分（ＮとＰ）、およ

び警報基準細胞密度に相当する栄養塩（ＮとＰ）濃度

＊fmol：フェムトモル（10-15モル）

(広島県赤潮被害防止対策要綱およびYamaguchictaI2001）

て
み
た
（
表
Ⅲ
１
１
）
。
ハ
テ
ロ
シ
グ
マ
と
ギ
ム
ノ
デ
ィ
ー
ー
ウ
ム
の
場
合
、
被
害

発
生
の
可
能
性
の
あ
る
警
報
基
準
細
胞
密
度
に
達
す
る
ま
で
に
大
量
の
Ｎ
と
Ｐ

を
要
求
す
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
二
種
の
生
物
は
顕
著
な
曰

周
鉛
直
移
動
能
力
を
持
っ
て
お
り
（
ギ
ム
ノ
デ
ィ
ー
ー
ウ
ム
は
水
深
二
○
メ
ー
ト

ル
に
ま
で
夜
間
に
達
す
る
）
、
昼
間
の
表
層
へ
の
鉛
直
的
濃
縮
と
夜
間
の
下
層

で
の
栄
養
塩
吸
収
を
考
え
れ
ば
、
比
較
的
容
易
に
警
報
発
生
密
度
に
達
成
し
得

る
で
あ
ろ
う
。
一
方
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
と
ヘ
テ
ロ
カ
プ
サ
は
、
ご
く
少
な
い
栄
養

塩
の
消
費
と
引
き
続
く
増
殖
の
結
果
、
容
易
に
警
報
レ
ベ
ル
ま
で
に
達
す
る
こ

と
が
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
と
ハ
テ
ロ
カ
プ
サ
は
、
極

め
て
危
険
な
赤
潮
生
物
と
結
論
で
き
る
。

瀬
戸
内
海
に
お
い
て
は
、
有
毒
微
細
藻
類
に
よ
る
有
用
二
枚
貝
類
の
毒
化
は

規
模
が
小
さ
く
頻
度
も
低
か
っ
た
の
で
、
以
前
は
大
し
た
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
七
○
年
代
と
一
九
八
○
年
代
に
は
、
ア
サ
リ
に
麻
揮
性
貝
毒
が
時
折
検
出

さ
れ
る
程
度
で
あ
り
、
そ
の
原
因
生
物
は
渦
鞭
毛
藻
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ワ
ウ
ム

属
の
一
種
醇
岳
冨
口
日
冒
三
ｓ
届
馬
屋
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
貝
毒
の
問
題
は
、

東
北
や
北
海
道
の
東
日
本
沿
岸
で
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
九
○

有
毒
ブ
ル
ー
ム

霞

llll Ｚエ０

赤潮生物種

警報基準

細胞密度

(細胞/mL）

最小細胞内持ち分

N(finol*/細胞）Ｐ(finol/細胞）

警報基準細胞密度

相当の栄養塩濃度

(N,/αＭ）（P,/αＭ）
CYIattonelIaantiqM

GW伽odinioummikimotoi

HeteFosigInaakashiwo

Henwapsaci1℃ulari3qMma

100

5,000
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図１３－８曰本沿岸における麻痩'性貝毒発生状況の比較（197B～19B2年と199ｓ

～1997年）二枚貝が出荷規制された水域と毒化した貝の種類を示した（今井ら、
2000）

広
島
湾
に
お
い
て
聾
・
白
三
四
語
国
語
の
個
体
群
動

態
が
一
九
九
四
～
一
九
九
八
年
に
調
べ
ら
れ
て
い

る
。
本
湾
で
は
麻
痒
性
貝
毒
が
、
一
九
九
二
年
を
噴

要
で
あ
る

年
代
以
降
、
有
毒
藻
類
の
ブ
ル
ー
ム
発
生
と
麻
揮
性

貝
毒
の
検
出
件
数
は
、
瀬
戸
内
海
や
九
州
、
四
国
の

西
日
本
沿
岸
域
に
お
い
て
著
し
く
増
加
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
（
図
田
１
ｓ
て
こ
の
増
加
に
貢
献
し
た

主
要
な
原
因
生
物
は
』
・
国
三
豊
①
房
①
で
あ
る
。
ア

レ
キ
サ
ン
ド
リ
ウ
ム
は
シ
ス
ト
を
生
活
史
の
中
に
持

っ
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
や
九
州
、
四
国
の
沿
岸
水
域

の
海
底
泥
か
ら
シ
ス
ト
が
大
量
に
検
出
さ
れ
て
い
る

こ
ど
か
ら
、
二
枚
貝
類
に
お
け
る
麻
庫
性
貝
毒
の
問

題
は
現
時
点
で
す
っ
か
り
定
着
し
て
し
ま
っ
た
と
結

論
で
き
る
。
そ
の
他
の
麻
痒
性
貝
毒
原
因
生
物
と
し

て
渦
鞭
毛
藻
の
（
聾
目
邑
・
昌
已
口
冨
、
罠
①
三
目
己
や

』
」
①
竃
口
Ｓ
旨
已
国
二
ご
凹
竃
員
＆
風
』
・
二
言
ロ
臼
皀

に
よ
る
毒
化
も
近
年
報
告
さ
れ
て
お
り
、
警
戒
が
必

０
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赤
潮
の
直
接
的
な
防
除
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
化
学
薬
品
、
超
音
波
、
オ
ゾ
ン
、
高
分
子
凝
集
剤
、
赤

潮
の
海
面
回
収
、
鉄
粉
吸
収
（
磁
石
）
、
粘
土
に
よ
る
吸
着
等
が
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、
海
の
大
き
き
ゆ
え
の
経
済
性

の
問
題
、
生
態
系
へ
の
事
後
の
悪
影
響
の
懸
念
等
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
実
用
化
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
唯
一
、
粘
土
散

赤
潮
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
栄
養
塩
（
Ｎ
や
Ｐ
）
の
供
給
を
阻
止
す
る
か
富
栄
養
化
し
た
水
域
か

ら
栄
養
塩
を
除
去
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
法
的
規
制
と
、
廃
水
の
浄
化
処
理
が
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
海
底
に
蓄
積
し
た
栄
養
物
質
や
汚
染
物
質
を
除
去
し
、
あ
る
い
は
底
質
を
改
善
す
る
た
め
に
、

凌
溌
や
海
底
耕
転
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
養
殖
場
に
お
い
て
は
、
モ
イ
ス
ト
ペ
レ
ッ
ト
等
の
漁
場
を
汚
染
し
に
く
い
餌

の
使
用
や
投
餌
量
の
管
理
、
適
正
放
養
密
度
の
遵
守
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

矢
と
し
て
ほ
ぼ
毎
年
春
に
二
枚
貝
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
る
。
本
種
の
栄
養
細
胞
は
毎
年
一
～
六
月
に
検
出
さ
れ
、
最
高

密
度
か
～
〃
細
胞
／
リ
ッ
ト
ル
）
は
四
～
五
月
に
観
察
さ
れ
る
。
こ
の
ブ
ル
ー
ム
の
期
間
に
ケ
イ
酸
塩
は
毎
年
最
低

濃
度
を
示
し
て
お
り
、
ケ
イ
藻
類
が
春
季
ブ
ル
ー
ム
期
間
中
に
ケ
イ
酸
塩
を
消
費
し
尽
く
し
て
衰
退
し
た
後
の
時
期
に
、

毎
年
」
・
臼
富
貴
①
房
①
（
ケ
イ
酸
塩
を
要
求
し
な
い
）
が
ブ
ル
ー
ム
を
形
成
し
た
と
合
理
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も

と
も
と
」
・
己
三
豊
①
固
の
①
は
西
日
本
に
は
生
息
し
て
お
ら
ず
、
’
九
九
○
年
代
以
降
、
本
種
は
西
日
本
の
海
域
に
普
通

に
検
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
起
源
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
種
が
普
通
に
生
息
し
て
い

る
北
日
本
の
水
域
か
ら
西
日
本
の
水
域
へ
有
用
二
枚
貝
類
が
人
為
的
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
に
本
種
の
シ
ス
ト

が
付
着
し
て
付
随
的
に
分
布
を
拡
大
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

赤
潮
の
防
除
と
予
防

IＩ
夕
の
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布
が
緊
急
避
難
的
に
実
行
さ
れ
て
お
り
、
特
に
隣
国
の
韓
国
で
は
種
々
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
い
っ
た
ん

有
害
赤
潮
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
生
け
篝
の
移
動
や
餌
止
め
と
い
っ
た
方
法
が
魚
介
類
の
蕊
死
被
害
軽
減
の
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る
が
、
決
定
的
な
対
策
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
有
効
か
つ
安
全
な
赤
潮
防

行
わ
れ
て
い
る
が
、
決
定
的
な
対
策
》

除
対
策
の
確
立
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
我
が
国
に
お
い
て
、
赤
潮
生
物
を
有
効
に
殺
し
て
し
ま
う
殺
藻
細
菌
や
、
殺
藻
ウ
イ
ル
ス
を
用
い
た
赤
潮
防

除
に
関
す
る
研
究
が
精
力
的
に
展
開
き
れ
た
。
そ
の
結
果
「
沿
岸
水
域
に
は
、
殺
藻
細
菌
や
殺
藻
ウ
イ
ル
ス
が
共
に
生

息
し
て
お
り
、
赤
潮
発
生
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
消
滅
の
過
程
に
お
い
て
大
量
に
増
殖
し
て
お
り
、
赤
潮
の
消
滅
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
実
際
に
赤
潮
の
発
生
す
る
海
域
か
ら
、
種
々
の
殺
藻

細
菌
や
殺
藻
ウ
イ
ル
ス
が
分
離
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
殺
藻
作
用
も
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
を
人
工
的
に
大
量
増
殖
さ
せ
、
現
場
海
域
に
散
布
す
る
と
い
う
よ
う
な
実
用
化
に
関
し
て
は
、
法
的
な
問
題
、

環
境
や
他
生
物
へ
の
影
響
評
価
等
の
幾
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
が
残
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
状
況
で
あ
る
。

筆
者
の
研
究
室
に
お
い
て
は
、
殺
藻
細
菌
と
殺
藻
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
を
展
開
す
る
過
程
で
、
赤
潮
が
発
生
し
た
り
消

滅
し
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
潮
間
帯
の
大
型
藻
の
表
面
お
よ
び
藻
場
の
海
水
中
に
、
赤
潮
藻
を
殺
滅
す

る
殺
藻
細
菌
が
高
密
度
で
生
息
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
近
年
発
見
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
養
殖
海
域
で
魚
類
と

大
型
藻
類
の
混
合
養
殖
を
行
う
と
い
う
赤
潮
予
防
対
策
が
提
案
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
海
藻
表
面
か
ら
継
続
的
に
殺
藻

細
菌
が
周
囲
の
海
水
へ
と
剥
離
供
給
さ
れ
れ
ば
、
赤
潮
藻
類
を
高
密
度
に
な
る
前
か
ら
養
殖
水
域
で
殺
藻
す
る
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。
ざ
ら
に
話
を
進
め
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
埋
立
て
や
鉛
直
護
岸
工
事
等
で
大
規
模
に
沿
岸
域
の
藻
場
が

消
失
し
て
き
た
が
、
自
然
再
生
の
一
環
で
、
大
規
模
な
藻
場
造
成
を
有
害
赤
潮
の
発
生
す
る
海
域
の
周
辺
で
実
施
す
る

●
ず
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な
ら
ば
、
同
様
に
赤
潮
の
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
規
模
と
コ
ス
ト
の
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
海
藻
は
元
来
、
海
に
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
環
境
に
極
め
て
優
し
く
、
漁
業
生
産
者
や
一
般
市
民
の
両

方
に
対
し
て
感
覚
的
に
も
好
ま
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
お
り
、
藻
場
の
活
用
は
究
極
的
な
赤
潮
対
策
に
な
る
可

沿
岸
域
に
お
い
て
は
、
河
川
が
流
入
す
る
所
で
は
平
野
が
発
達
す
る
こ
と
か
ら
人
口
集
中
が
生
じ
、
そ
れ
に
伴
う

活
溌
な
人
間
活
動
に
よ
り
、
大
規
模
な
廃
水
流
入
を
通
じ
て
水
域
の
富
栄
養
化
が
著
し
く
進
行
す
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
先
進
国
、
途
上
国
を
問
わ
ず
世
界
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
地
球
環
境
問

題
の
一
つ
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
様
々
な
物
資
の
輸
出
入
や
有
用
水
産
生
物
の
世
界
規
模
に
わ

た
る
搬
送
に
よ
り
、
人
為
的
な
有
害
有
毒
微
細
藻
類
の
分
布
拡
大
が
付
随
的
に
起
こ
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
有
害

有
毒
赤
潮
の
発
生
か
ら
沿
岸
域
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
活
動
に
対
し
て
の
よ
り
注
意
深
い
考
慮

と
、
充
実
し
た
沿
岸
域
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
構
築
維
持
が
必
要
で
あ
る
。

高
度
経
済
成
長
■
期
に
、
瀬
戸
内
海
は
富
栄
養
化
と
海
洋
汚
染
が
極
度
に
進
行
し
て
死
に
瀕
し
た
。
一
九
七
三
年
に

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
す
で
に
三
○
周
年
を
越
え
た
。
そ
の
間
、
関
係
す
る
機
関
や
人
々

の
営
々
た
る
努
力
に
よ
り
、
瀬
戸
内
海
は
危
機
的
な
状
況
を
脱
し
、
あ
る
程
度
富
栄
養
化
、
問
題
も
克
服
さ
れ
た
状

態
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
自
然
と
人
間
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
我
々
は
多
く
の
教
訓
を
得
た
と
い
え
よ
う
。
自
然

と
の
付
き
合
い
方
に
お
い
て
、
瀬
戸
内
海
は
、
人
間
の
叡
智
を
実
践
す
る
モ
デ
ル
的
な
場
と
し
て
貴
重
な
生
態
系
で

能
性
が
あ
る
。

海
を
守
る

ケ

”
ザ
＃
．
…
．
．
》
ベ
．
熟
、
．
．
が
．
李
》
Ｊ
》
ｐ
驚
甥
．
翔
湖
、
Ⅱ
〃
刺
唄
卿
瓜
則
Ⅱ
し
Ⅱ
別
Ⅲ
い
Ⅱ
凶
Ｌ
Ⅲ
叫
〆
ノ
酬
胆
脳
ド
ド
ト
Ｌ
卜
肢
０
冊
に
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人
類
は
動
物
の
一
種
で
あ
り
、
生
存
と
繁
栄
に
食
物
と
良
好
な
生
息
環
境
を
要
求
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
他
の
共
存

す
る
生
物
の
生
存
と
繁
栄
に
依
拠
し
、
ま
た
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
を
前
提
と
し
た
、
大
量
生
産
句

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
環
境
破
壊
や
多
く
の
生
物
の
絶
滅
を
招
く
等
様
々
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
て
お
り
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
形
成
し
な
け
れ
ば
、
人
類
に
将
来

は
な
い
。
人
類
が
共
存
す
る
他
の
生
物
に
配
慮
し
共
に
生
き
る
環
境
を
良
好
に
保
つ
こ
と
は
、
究
極
的
に
は
将
来
の
人

類
の
利
益
と
生
存
を
保
証
し
、
そ
し
て
人
間
だ
け
の
利
益
を
超
え
て
地
球
全
体
の
利
益
（
地
球
益
）
に
つ
な
が
る
と
考

函
几
乙
Ｃ
Ｏ

あ
ろ
う
。

海
を
守
る
た
め
に
、
人
間
は
海
と
ど
の
よ
う
に
付
き
合
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

人
里
近
く
の
里
山
が
、
人
間
の
生
活
と
里
山
生
態
系
が
持
続
可
能
な
状
態
で
調
和
し
て
い
る
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
里
山
の
生
態
系
の
仕
組
み
を
よ
く
知
り
、
上
手
に
管
理
し
て
き
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
沿
岸
海
域
を
里
山
と
同
様
に

「
里
海
」
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
生
態
系
の
仕
組
み
を
把
握
し
な
が
ら
漁
業
等
を
通
じ
て
上
手
に
管

理
保
全
し
て
い
く
な
ら
ば
、
里
山
と
同
様
に
、
人
間
と
沿
岸
域
生
態
系
が
見
事
に
調
和
し
た
関
係
が
実
現
す
る
可
能
性

我
が
国
に
お
い
て
は
、
法
的
な
面
で
は
、
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」
や
「
新
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
」
が

制
定
さ
れ
、
さ
ら
に
二
○
○
三
年
か
ら
は
「
自
然
再
生
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
然
再
生
型
事
業
が

公
共
事
業
の
大
き
な
柱
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
環
境
を
徹
底
的
に
配
慮
し
た
事
業
の
施
行
が
当
然
の
前
提
と
な
る
。

沿
岸
水
域
に
お
い
て
は
、
藻
場
、
干
潟
、
湿
原
、
サ
ン
ゴ
礁
等
の
保
全
、
再
生
、
創
出
、
維
持
管
理
が
主
た
る
内
容
と

な
ろ
う
。

’の
Ｚ

ジ

！第13章海を守る
軒，

ユエ,
し
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活
動
が
必
要
で
あ
る
。

が
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
沿
岸
域
を
場
と
し
た
環
境
教
育
を
広
く
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
海
を

守
る
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
漁
業
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
好
ま
し
い
自
然
景
観
等

を
通
じ
て
豊
か
な
海
の
恵
み
を
長
い
将
来
に
わ
た
っ
て
享
受
す
る
た
め
に
は
、
海
を
守
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
。
そ

の
た
め
に
は
行
政
の
み
で
な
く
、
専
門
家
、
地
域
の
住
民
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
様
々
な
有
機
的
取
り
組
み
と
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